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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。このイントロンを持たない遺伝子は、熱ショックタンパク質70ファミリーに属する70kDaの熱ショックタンパク質をコードする。他の熱ショックタンパク質と連携して、このタンパク質は既存のタンパク質の凝集を抑制し、細胞質および細胞小器官において新たに翻訳されたタンパク質のフォールディングを媒介する。また、AUリッチエレメントRNA結合タンパク質1との相互作用を介して、ユビキチン-プロテアソーム経路にも関与する。この遺伝子は主要組織適合遺伝子複合体クラスIII領域に位置し、類似のタンパク質をコードする2つの近縁遺伝子とともにクラスターを形成している。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A172細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Hsp70ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋ヒト前立腺組織の免疫組織化学分析。1、Hsp70ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。1、Hsp70ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

